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木 曾の 代官 山村 蘇 門 は 世に 謳われた 学者で あ つ たが 

八十 ニ才の 高齢 を 以て 文政 二 年に 世 を 終った。 謙恭温 

容の 君子であった ので、 妻子 家臣の 悲嘆 は 殆ど 言語に 

絶した もので、 征矢 野 孫 兵衛、 村 上 右門、 知遇 を 受け 

た此 両人な ど は、 当時の 国禁 を窃に 破って 追 腹 を 切つ 

た 程で ある。 

で、 私の 物語ろう とする 『稚子 法師』 の 怪異 譚は即 

ち 蘇 門 病歿の 時 を 以て、 先ず 其 端 を 発する ので ある。 

不時の ご用 を 仰せ付かって、 信 州 高 島詉訪 因幡 守の 



時、 彼 は惜気 無く 剃り 落した。 英落 点々 白 芙蓉、 紅 も 

白粉 も剝 ぎす てた 雅 びて 凛々 しい 男 姿 は 又 一 段と 立ち 

勝 つ て 見えた。 

蘇 門 ほどではなかった けれど、 新 主 も 賢明の 人物で 

あった。 先考の 愛臣と いうと ころから 自然 主 水へ 眼 を 

かけた。 従って 同僚に は 嫉妬され た。 

「稚子 〔# 「稚 子」 は 底本で は 「雅子 匕 侍の 分際で ：：： 」 

勿論 陰で は 公然に、 而て 時々 は 面と向かって 同僚 達 は 

嘲笑った。 彼に は 夫れ が 耐えられない。 

不快の 間に 三年 を 経た。 其 時 勘忍の 緒 を 切らした。 

城外 八 沢の 橋の 上で 日頃 怨 ある 同僚 二人 を 決闘の 後 



畑 を 鋤いて いる 農夫で もあろう、 唄うた う 声が 聞え 

て 来た。 それ は 盆 踊の 唄で ある。 いつも 耳に する 唄で 

ある。 

「そうだ。 裸で も 寝られる 浮世 だ。 襦袢 一 枚で も 暮ら 

せば 暮らせる。 武士 で 居ようと 思えば y J そ 見得 や 外聞 

に捉ら われて、 pij 傷 沙汰に 及んだり 広い 天地 を 狭く 暮 

しま 

らしたり する。 いっそ 両刀 を 投げ出して 了ったら 却つ 

て延々 とする かもしれ ない。 俺 は 思い切って 百姓に な 

ろう」 

彼 は 不図 悟入した のであった。 

「負けて 裸で 襦袢で 寝たら、 襦拌み じこう 夜 は 永う」 



ち、 前途の 憂な ど は 更に 無かった。 

しかし 此儘 彼の 生活が 平穏無事に 過ぎ行く としたら 

物語に 綴る 必要 は 無い。 果然 意外の 災難が 彼の 一 家に 

降って湧いた。 

「近頃 不思議の 人攫いが 徘徊 するとい うこと だ」 I 「五 

才 迄の 子 を 攫って 行く そうだ」 

斯うい う 噂の 立 つたの は 夏 も 終りの 八月の ことで、 

噂 は 噂 だけに 止 どまらず、 実際 幾人 かの 五才 迄の 子供 

が 数々 行衛が 不明に なった。 

「夜 は 早く 戸閉リ をして、 松 太郎を 外へ 出さぬ ように 

せよ」 或 日 主 水 は 斯う 云い 置いて 藪 原の 宿まで 用達し 



さすがの 主 水も此 日頃 殆ど 物 を 云わ なくなった。 彼 

は 日夜 考えてば かりいた。 〔# 「ばかりいた。」 は 底本で 

は 「ばかりいた 匕 近所の 農夫 や 福 島の 朋輩 や 死んだ お 

信 乃の 親里な どで は、 彼の 境遇に 同情して、 いろいろ 

慰めの 言葉 を 掛けたり 新ら しく 妻 を 世話しょう などと 

も 云った。 

しかし 主 水 はそんな 時 只 寂しく 笑う ばかりで 慰めら 

れた 様子 も 無く、 新妻 を 迎えよう とも 云わなかった。 

その 中 突然 彼の 姿が、 奈良 井の 里から 見え なくなつ 

た。 

彼 は 浮世 を 捨てた のであった。 染衣ー 鉢の 沙門の 境 



の 戸 をて ぎて ぎて ぎて ぎと 打つ 者が ある。 

「はてな？」 と 阿 信 は 首 を 傾げた が 「いやいや 心の 迷 

いであろう。 風が 枝 を 鳴らす 音 かも 知れない …… 」 

斯う 眩く と 気を取り直し 一 心に 看経 を 続けて 行った。 

と復 同じ 音が する。 

「稚子 法師 の 頭 はてぎ て ぎ よ 」 

「てぎ てぎ てぎ てぎ」 と 戸 を 叩く 音！ それ は 決して 

心の 迷い 〔# 「迷い」 は 底本で は 「迷 ひ 匕 でも 無く 風が 枝 

を 鳴らす 音で も 無い。 確かに 何者かが 囉 している ので 

ある。 阿 信 はじつ と 聞き澄ました。 

その 中に 彼の 心 持 は 其 戸の 外の 囉 しに 連れて 次第に 



「その 幽霊 は 解って 居る。 何の 為め に此 世へ は 現れた 

ぞ？， - 

「はい、 怨 ある 人間が 此 世に 残って 居ります ゆえ…」 

「それへ 怨を 返え したいと いうの か！」 

「仰せの 通りで ございます」 

「折角の 頼みで は ある けれど、 お前 を 負って 川 を 渡る 

こと はこの 俺に は 出来 かねる。 人 を 助ける のが 出家の 

役目 だからの」 

云い 捨てて 阿 信 は 歩き 出した。 



うして 杖 は 女と 共に ス ルス ルと 対岸へ ヒ つて 行く …… _ 

阿 信 は 総身 ゾ ッ として 其 儘 其処 へ 立ち竦ん だが、 「南 

無 幽霊 頓生 菩提！」 と 思わず 声に 出して 唱えた ので 

あった。 

翌日 彼 は 江戸へ 着いた、 其 時 不思議な 噂 を 聞いた。 



秩 父の 代官 河 越 三 右衛門が、 召使の 婢に濡 衣 を 着 

せ官に 訴えて 逆 礫に 懸けた 所、 昨夜 婢の 亡霊が 窓 

を 破って 忍び入り、 三 右衛門 を 喰い 殺した というので 

ある。 

「偖 はそう いう 幽霊で あつたか。 杖 を 遺した のが 誤り 



すると 其 男 は 俯向いて いたが、 此時 静かに 顔 を 上げ 

た。 

「ご 好意 有難く は > j ざり ま すが 、 今宵 限り 和尚 様 と も 

お 目に かかる こと はあります まい」 

斯う 云う と復も 俯向いた。 

「深い 事情が ありそう だな。 ひとつ 其 事情 を 聞き 度い 

もの だ」 

「お 安い ご用で ござります。 それで はお 話し 致し ま 

しょう。 私事 は 司 門と 申して 此真 田家の 五代 前の 主人 

に 仕えて いた もので ござります。 主人 和 泉の 朋友に 但 

馬と いう 方が ござりました。 そして 其方のお 妹 御に 雪 



「然るに …… 」 と 亡霊 は 云いつ づけた。 「然るに 今度 

計らず も稚子 法師 様に お 目に かかり、 何彼とお 話し を 

承 わり 且は 尊い お舞い を 拝見 致して 居ります 中、 妄執 

次第に 晴れ渡り、 今は此 世に 思い 置く 事 何 一 つと して 

ござり ませねば 今夜 を 限りに 此 土地から 立ち去る つも 

リで) J ざり ます」 

斯う 云う と 小 侍 は 恭しく 畳 へ 頭 をす り 付けた が 途端 

にす つ ッと姿 は 消え、 果して 其 夜 を 最後と して 其 小 侍 



住み 給 ひしが、 不思議 や 前庭の 花園に 当りて 念仏の 声 

幽に きこ ゆ。 松 吹く 風 か と 思 へ ど も 念仏 の 声に 紛れ 無 

し、 声の 在所 を 止めて 行けば 思 は ざり き 牡丹の 下な リ、 

青 侍 二人 を 召して、 花 下の 土 を 掘らせ 給う。 楠の 板 一 

枚 ぁリ。 刎 起こして 下を視 けば、 年老いた る 法師 一人 

念仏 詣リ て 余念 無し。 助け出し て 何者と 問へば 稚子法 

師阿 信な りと 答 ふ。 何故 地下に は 居 給 ふぞと 訊けば 数 

年 以前に 入定 はし たれ ど 未だ 往生 出来ず と 云 ふ。 

「何故 往生 為 給 はぬ ぞ？」 

「主人 我 を 招き 給 はぬ 故」 

其 時、 虚空 〔# 「虚空」 は 底本で は 「虎 空 匕 に 白馬 現 は 



れ、 白衣の 武士 薙刀 を 揮って、 

「主 水！ 主 水！ 参れ！」 と 呼ぶ。 

剎那、 阿 信の 姿 崩れ、 五蘊 〔# 「五藤」 は 底本で は 「五 

蘊匕 四大に 帰し 終ん ぬ。 云々』 
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